
【取組内容】クラウド上で日課表や宿題の確認

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：日課表・授業準備物・宿題などをクラウド上にあげ、児童が自己管理できる環境をつくる。

取り組み ①教室モニター用の日課表作成 ②クラウドで共有 ③提出物チェックとの連携

教室モニター用日課表

子どもが個々で確認する日課表には、未
提出物も確認できるようになっている。

教員用のチェック
シートが反映され
るようになってい
る。

成果

・端末を持ち帰る意義を子どもや保
護者に感じさせることができた。

・家庭学習を自己管理することがで
きる環境を整えることができた。

・日課表の更新を子どもたちが担う
ことで、日課表を活用しようとす
る雰囲気をつくることができた。

・専科教員からの連絡を即時で使え
ることができる。

課題

・宿題や日課表を自己管理できるか
どうかは、システムに因るわけで
はない。システムに頼るのではな
く、子どもたちにどういう力をつ
けるべきかが大切である。

・現在は、このシステムを使うかど
うかは、担任に任されている。子
どもの発達段階を見据えた６年間
のロードマップが必要ではないか。
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